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訳者まえがき

本書は，“Interactive Web-Based Data Visualization with R, plotly, and shiny”の翻訳書
であり，plotlyパッケージを用いて Rからインタラクティブな可視化を行うための入門書で
ある．Rは世界中のユーザが多種多様なパッケージを公開しており，そのおかげで様々なデ
ータに対して多岐にわたる分析を行うことができ，かつ分析フローのすべてをカバーする汎用
性の高い言語である．Rからインタラクティブな可視化が行えるようになれば，データ分析
のワークフローは大きく変わり，より高速に深くデータと対話できるようになる．つまり，イ
ンタラクティブな可視化は，データ分析の至るところで分析の質や早さを向上させる力を持っ
ている．
たとえば，探索的なデータ分析やデータ理解の段階では，インタラクティブなグラフであれ

ば，グラフを通してデータの分布や細かな数値の確認，セグメンテーションが行えるようにな
る．仮説をもとにデータ処理と可視化を繰り返す既存のワークフローは，単一のインタラクテ
ィブなグラフだけで完結できるものとなる．分析はより高速になり，そして，より気軽に仮説
検証や数値確認が行える環境は，より深いデータ理解に繫がる．
さらに，データ分析者は結果の共有も求められる．Rでは rmarkdownや shinyパッケー

ジを使って結果を共有することが多いだろう．plotlyで作成したインタラクティブなグラフ
は，この両者とも連携することもできるし，もちろん単独でも共有できる．インタラクティブ
なグラフを共有することができれば，受け取った人はグラフからデータを探索できるようにな
る．データ分析者は共有結果に関する仲間からの問い合わせから解放されるだろう．分析の質
という観点では，他者の仮説検証を促進させる効果もある．共有を例にとっても，データ分析
の質と速さの向上に繫がることがわかるだろう．
このようなメリットがある plotlyは，Rユーザであれば容易に利用できる点もまたメリッ

トである．ggplot2ユーザであれば，ggplot2のグラフをインタラクティブな plotlyグラ
フに簡単に変換することができる．簡単ゆえに限界もあるが，本書ではその限界やカスタマイ
ズを行う方法を紹介している．plotlyパッケージのみを使って可視化を行う場合でも，シン
タックスが ggplot2と似ており，基本的なところは理解しやすいはずである．発展的な内容
として，5章では複数のグラフを連携させてインタラクティブな操作を実現させる方法を扱っ
ている．
本書では，副題にあるように shinyと plotlyを連携させ，より高度でインタラクティブ性

の高いアプリケーションを構築する方法についても紙面を割いて扱っている．たとえば，本書
ではグラフを通してドリルダウンやクロスフィルタが可能なダッシュボードの作成方法を紹介

Rによるインタラクティブなデータビジュアライゼーション 
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vi 訳者まえがき

している．plotlyと shinyの連携方法以外にも，連携させたアプリを作成するために必要と
なる汎用的な実装テクニックも扱っている．高度なアプリケーションの実装にチャレンジした
い shinyユーザにも一読いただきたい．なお，shinyの基礎的な内容は簡単には説明してい
るものの，shinyの入門書ではない点は補足しておく．
本書の原著はウェブ上で公開されており，各章のコードや操作例なども確認することができ

る．適宜参照してほしい．
　

https://plotly-r.com/

なお，翻訳にあたって一部コードを原著から修正している箇所がある．修正したコードは以
下の訳者の GitHubリポジトリ上で公開している．本書に記載されているコードを参照する
場合は問題ないが，原著ウェブサイトから参照する場合は，適宜確認してほしい．
　

https://github.com/t-kosshi/r plotly and shiny book ja

コードに修正を行ったケースは，主に可視化のために必要なパッケージのバージョンアップ
によるところが大きい．可視化は様々な分析やデータと連携することで価値を発揮することか
ら，本書では多数のパッケージを必要としている．たとえば，データのダウンロードにもいく
つかのパッケージを利用している．地理空間データの可視化には地理空間データを扱えるパッ
ケージが必要である．ggplot2を拡張するパッケージとの連携も紹介している．それゆえに，
多数のパッケージをインストールする必要があり，Rのバージョンや OSによってはインスト
ールに戸惑うかもしれない．1章で必要なパッケージをまとめてインストールする方法を紹介
しているが，一度にやろうとすると躓いてしまうかもしれない．サポートサイトで各章ごとに
必要なパッケージをインストールするコードをまとめているので，必要な場合は参照して少し
ずつ本書を読み進めていってほしい．

2022年 4月
輿石 拓真（訳者を代表して）
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